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７
月
15
日
㈭
か
ら
24
日
㈯
ま
で
、
夏
の
交
通

事
故
防
止
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸

透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交

通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、

夏
休
み
中
の
児
童
・
生
徒
の
交
通
事
故
、
夏
の

解
放
感
な
ど
の
気
の
緩
み
か
ら
起
こ
る
交
通
事

故
の
防
止
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

<

重
点
目
標>

①
児
童
・
生
徒
の
交
通
事
故
防
止

②
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

皆
さ
ん
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
事
故

防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

防
災
安
全
課
交
通
担
当
（
内

　

線
２
８
４
）

　

埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、
県
内

在
住
の
交
通
遺
児
等
を
対
象
に
、
援
護
一
時
金

を
給
付
し
て
い
ま
す
。

※
「
交
通
遺
児
等
」
と
は
、
18
歳
以
下
の
方
で

保
護
者
（
一
方
ま
た
は
双
方
）
が
、
交
通
事

故
（
陸
海
空
す
べ
て
の
交
通
事
故
が
対
象
）

に
よ
り
死
亡
ま
た
は
重
い
障
害
を
負
っ
た
方

を
い
い
ま
す
。

▼
対
象　

平
成
21
年
４
月
１
日
以
降
、
交
通
遺

児
等
に
な
っ
た
県
内
在
住
の
18
歳
以
下
の
方

▼
給
付
額　

対
象
と
な
る
方
１
人
に
つ
き
10
万

円
（
１
事
故
に
つ
き
１
回
の
み
）

▼
給
付
時
期　

10
月
ま
た
は
平
成
23
年
４
月

▼
申
請
方
法　

市
役
所
お
よ
び
学
校
で
配
布

す
る
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

直
接
ま
た
は
郵
送
で
み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦
和

支
店
（
〒
３
３
０―

０
０
６
３ 

さ
い
た
ま

市
浦
和
区
高
砂
２―

６―

18
）

▼
提
出
期
限　

【
10
月
支
給
分
】
８
月
31
日
㈫

 

【
平
成
23
年
４
月
支
給
分
】
平
成
23
年
２
月

28
日
㈪

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
防
犯
・
交
通
安
全
課

☎
０
４
８―

８
３
０―

２
９
５
８

　

家
族
の
方
が
、
事
故
な
ど
に
遭
遇
し
て
い
る

恐
れ
が
あ
る
場
合
や
、
病
気
な
ど
を
苦
に
家
出

し
て
い
る
場
合
な
ど
で
心
配
、
お
困
り
の
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

８
月
２
日
㈪
・
３
日
㈫
午
前
９
時
～

午
後
５
時

▼
場
所　

埼
玉
県
警
察
本
部
（
県
庁
第
２
庁
舎

地
下
１
階
）　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
本
部
刑
事
部
鑑
識
課
☎
０
４

　

８―

８
３
２―

０
１
１
０（
内
線
４
６
２
４
）

ま
た
は
行
田
警
察
署
☎
５
５
３―

０
１
１
０

【
防
衛
大
学
校
生
】

▼
受
付　

９
月
６
日
㈪
～
10
月
1
日
㈮

▼
対
象　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
23
年
４
月

１
日
現
在
、
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方　

▼
試
験　

11
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

【
防
衛
医
科
大
学
校
生
】

▼
受
付　

９
月
６
日
㈪
～
10
月
1
日
㈮

▼
対
象　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
23
年
４
月

１
日
現
在
、
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方　

▼
試
験　

10
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰

【
看
護
学
生
】

▼
受
付　

９
月
６
日
㈪
～
10
月
１
日
㈮

▼
対
象　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
23
年
４
月

１
日
現
在
、
18
歳
以
上
24
歳
未
満
の
方　

▼
試
験　

10
月
23
日
㈯

▼
そ
の
他　

説
明
会
や
個
別
説
明
を
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求　

自
衛
隊
埼
玉
地

方
協
力
本
部
熊
谷
地
域
事
務
所
（
〒
３
６
０

―

０
０
３
７　

熊
谷
市
筑
波
３―

90―

１
国

際
ビ
ル
２
階
）
☎
５
２
２―

４
８
５
５

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が

　
　
　
　
　
　

実
施
さ
れ
ま
す

交
通
事
故
被
害
者
の
家
族
へ

　
　
　

援
護
金
を
給
付
し
ま
す

行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談
所

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

お済みですか　家庭での万全な水害対策
　台風や集中豪雨が発生しやすい時季になりました。水害に備えて事前の対策
をしっかり行い、家庭ぐるみ、地域ぐるみで被害を最小限に抑えましょう。

気象情報は市町村ごとに発表されます
　これまで県内６区域に分けて発表されていた警報や注意報の気象情報が、市
町村ごとに発表されるようになりました。※テレビ・ラジオでは今までどおり
発表される場合があります。

気象情報に注意し、安全対策の確認を
・テレビやラジオ、市や防災関係機関からの気象情報（大雨警報・注意報な

ど）に注意する。
・浸水に備えて、家財道具は安全な場所へ移動しておく。
・避難（場）所の位置や非常持出品をもう一度チェックし、災害に備えましょう。

避難（場）所、非常持出品の一覧は、「行田市防災ガイドブック」または市ホー
　ームページ（防災情報）をご覧ください。

洪水ハザードマップを活用しましょう
・自宅や職場などが洪水時に、どのくらいの浸水が予想されているか確認して

おく。※洪水ハザードマップは市ホームページ（防災情報）でも確認できます。

長雨や大雨時は排水量を抑えましょう
　家庭排水も広範囲にわたって排出されると相当の水量になります。できるだ
け風呂や洗濯の排水を控えて、少しでも下水道を流れる水量を減らしましょう。

水害が発生したら次の点に注意し、早めに避難してください　
・高い場所に避難する。
・エレベーターや車を使わない。
・水圧でドアが開かなくなることがあるため、戸外へ早めに避難する。

▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線282）


